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資料紹介

上士幌町糠平湖西岸3遺 跡採集の土器

AnEpi-JomonPotteryFromNukabirako-seigan3Site,kamishihoroTown

北沢 実 ※1・西澤 千鶴 ※2

MinoruKITAzAwAandChizuruNlsHIzAwA

は じ め に

本稿で紹介する資料は,北海道河東郡上士幌町字糠平4番1に 所在する糠平湖西岸3遺 跡において,

筆者らが平成11年(1999)に 採集した続縄文時代の土器である。当該資料は筆者らが復原 ・図化の

ために上士幌町教育委員会より借用しており,これらの作業が終了したため採集時の状況等を整理 し,

ここに紹介するものである。なお,本 稿は3を 西澤が,そ れ以外を北沢が執筆 した。

1遺 跡の概要

糠i平湖西岸3遺 跡は,十 勝川の支流音更川上流部の右岸段丘上に立地する後期旧石器時代 と続縄文

時代の遺跡である。現在の糠平湖岸には西岸に6ヵ 所(糠 平湖西岸1～6遺 跡),東 岸に2ヵ 所(タ

ウシュベツ川遺跡 ・七の沢遺跡)の 埋蔵文化財包蔵地が分布し,細 石刃石器群を主体 とする後期旧石

器時代後半期の遺物が採集される。このうち,七 の沢遺跡を除く各遺跡は,昭 和30年(1955)に 完

成した糠平ダムの発電用ダム湖内にあり,渇 水期に遺物が露出し湛水期には水面下に没する状況にあ

るため,表 土の流失による包含層の消失が懸念される(図1)。

糠平湖西岸の遺跡群は,ダ ム建設前の地形図(図2)に よると,音 更川の右岸段丘を開析するいく

筋もの沢によって形成された舌状に張 り出す尾根の突端に立地し,黒 曜石原産地遺跡として著名な

13の 沢遺跡は本遺跡の上流約13kmに 位置する。本遺跡は東大雪山系のウペペサンケ山(1835m)

周辺を源 とする五の沢の南側,音 更川に向かって張 り出した尾根の先端に位置 し,標 高は500m前

後である。

図1糠 平湖岸の遺跡分布
(平成5年 発行5万 分の1 「糠平 」 を50%縮 小)

図2ダ ム 建 設 前 の 地 形 と遺 跡 分 布

(大正6年 測量,昭和22年発行5万 分の1「ニペソツ山」を50%縮 小)

※1帯 広百年記念館学芸員,※2遺 跡発掘調査補助員
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2採 集 の経緯 と出土状況

筆者 の うち北沢 は,平 成8年 に上士幌町教育 委員会 が実施 した13の 沢遺 跡 の分布 調査(北 沢,

1999)に 携わった折 に,ひ が し大雪博物館学芸員の須 田修氏 よ り,糠 平湖岸 に遺物が散在す る地点が

あるとの情報を得,同 氏 の同行 を得 て現地 を踏査 した ところ,後 期 旧石器時代 の遺物が露出 した複数

の地点 を確認 し,そ の後数 回にわ た り踏査 を行 った。 さ らに平成ll年 に至 り,須 田氏 よ り土器が露

出 した地点 がある旨の連絡 を受 け,同 年5月24日 に現地 を訪れ,土 器破片が地表 に露 出 した状況 を

確 認 した。 この地点は湛水期 には水没す る ことが明 らかなため,遺 物が流失す る可能性がある と判 断

し,同 年5月30日 に筆者 らが出土状況を記録 する とともに遺物 を採集 した。採集 した遺物 は,本 文

で紹介す る土器一個体分 の破片 と,礫5点 である。

土器 は,北 東 に向か う緩斜面 の南北1.5× 東西lmほ どの範 囲に散在 し,そ のほぼ 中央 の0.5m四

方 に比較 的集 中して出土 した(写 真2・3)。 この密集範 囲の北東側 には根跡 と思われる落 ち込みがあ

り,遺 物は この落ち込 みに流れ込むよ うな出土状況 を呈 した。包含 層は小礫 を含む暗黄褐色砂質土で,

上位 には部分 的に給源不明の 白色火 山灰が観察され る黒褐色土が堆積 し,下 位は シル ト質 の黄褐色 ロ

ームである。なお,出 土地点 の周辺 を精査 したが,本 資料 に関連する遺構 ・遺物は確認されなかった。

3土 器について

採集資料は土器1個 体分で あり,口 縁部か ら底部 まで半分以上残存 し復原 に至 った(図3・ 写真1)。

器形 は口縁:部がやや外反 し,口 唇か ら約8cmの 位置 に最大径を とり,底 部 付近 がやや くびれ る深

鉢形で,口 径32.Ocm,底 径10.5cm,器 高は最大 で35.4cmを 測る。口縁:は4ヵ 所に突起 が作 られる。

口唇 上には刻み 目が施 され,断 面は尖る。底部は揚底である。

文様要素は3～9条 のRL帯 状縄文,幅 約0.6cmの 擬i縄貼付帯,幅 約0.3cmの 貼付 による微 隆

起線,三 角形列点文である。文様構成は突起のライ ンを中心 にほぼ左右対称であ り,横 環す る擬縄貼

付帯 によ り口縁部,胴 部,底 部 に文様帯が区画 され る。施文順序は直線や 曲線 を描 く帯状縄文が施 さ

れ,こ れに微 隆起線 と列点文が沿わ され る。 口縁部文様帯では,① 口唇直下 に横環する擬縄貼付帯,

②突起 の下 にV字 状 の斜行帯状縄文,③ その横 に半 円形 の帯状縄文,④ 突起 よ り垂 下す る擬縄貼付

図3土 器 実 測 図(縮 尺=1/4) 写 真1復 原 土 器(写 真の正面は、 実測図の右90度)
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